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原子力安全セキュリティ・グループ報告書∗

原子力安全セキュリティ・グループ（ＮＳＳＧ）は、カナナスキス・サミットで設立され、

Ｇ８首脳に対して責任を負うグループであり、原子力エネルギーの平和的利用におけ

る安全及びセキュリティに影響を与え得る事項に関し、技術的な情報に基づく戦略的

な政策に関する助言を与える。我々は、原子力安全及びセキュリティに関する事項を

引き続き検討することにコミットしている。 

我々は、この分野における関係国際機関との継続的な協力を歓迎し、また、

既存の及び新たに生じつつある挑戦に対処すること及びこれらの事項に関する

パートナーシップを確立することにより、国の原子力安全及びセキュリティに

関する強力で権限のある基盤を促進する。  
 
 
国際的な原子力安全及びセキュリティに関する文書の重要性 
 
我々は、引き続き、「原子力の安全に関する条約」及び「使用済燃料管理及び

放射性廃棄物管理の安全に関する条約」を含む、原子力安全及びセキュリティ

に関する国際的な文書を促進する。この関係で、我々は、「核によるテロリズム

の行為の防止に関する国際条約」が昨年効力を生じたことを歓迎する。我々は、

国際原子力機関（ＩＡＥＡ）の「放射性源の安全とセキュリティに関する行動

規範」及び「放射線源の輸出入に関するガイダンス」への広範なコミットメン

ト及びこれらの実施を奨励する。更に、我々は、引き続き、ＩＡＥＡの原子力

安全基準及びセキュリティ・ガイドラインを促進する。我々は、すべての国に

対し、それぞれの国際的な文書及び指針に適切に参加し及び実施するよう呼び

かける。 
 
 
チェルノブイリに関するコミットメント 
 
我々は、チェルノブイリ原子力発電所の現場で実施中のプロジェクトにおけ

る昨年のサミット以降の進展を歓迎する。我々は、また、これまでのＧ７／Ｇ

８サミットの宣言及び覚書の下で、及び原子力安全基金（ＮＳＡ）及びチェル

ノブイリ石棺基金（ＣＳＦ）を通じ、破損した原子炉の現場を安全な状態に転
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換し及び稼働を停止した原子炉を安全に廃炉するために必要な安全かつ信頼性

を有する施設をチェルノブイリ原子力発電所の現場に提供するというウクライ

ナとの共同の努力を行うことに対するコミットメントを再確認する。この関係

で、我々は、ＣＳＦが資金を提供する新たな石棺施設及びＮＳＡが資金を提供

する新たな使用済燃料中間貯蔵施設に対して１億３千５００万ユーロを贈与す

るという欧州復興開発銀行（ＥＢＲＤ）の出資者の決定を歓迎する。我々は、

ＮＳＡへの追加的な財政的貢献に対する緊急の必要性を認識し、かつ、Ｇ８の

連帯を再確認して、ＮＳＡの資金不足を満たすためのプレッジング会合を２０

０８年中に共同で開催することを決定し、他の拠出国に参加を招請する。我々

は、ウクライナ政府に対し、財政的貢献を行い、ＥＢＲＤと協力し、並びに関

係するプログラム及びプロジェクトが合意された枠組みの下で適時にかつ効率

的に実施されることを支援するために必要なあらゆる措置を取るよう呼びかけ

る。入手可能な情報によれば、ＣＳＦに対する追加的な財政的貢献が２００９

年中に必要となるものと見られる。 
 
 
アルメニアの原子力発電所の安全性 
 
我々は、アルメニアの原子力発電所のために実施された国際協力、最近得ら

れた進展及び残された安全上の問題に留意して、アルメニアに対し、アルメニ

アの原子力発電所が稼働を停止して廃炉されるまでの間安全に運転されること

を確保するために必要な安全向上のための一層の措置を引き続き取るよう奨励

する。  
 
 
「核テロリズムに対抗するためのグローバル・イニシアティブ」 
 
我々は、「核テロリズムに対抗するためのグローバル・イニシアティブ」を引

き続き支持する。我々は、現在まで７０を超える国が同イニシアティブの原則

にコミットし並びに欧州連合（ＥＵ）及びＩＡＥＡがオブザーバーとして参加

したという事実を歓迎し、他のあらゆる国に対し、この努力に参加するよう奨

励する。  
 
 
「原子力安全に関するグローバル・ネットワーク」 
 
我々は、原子力安全に係る事項に関する情報交換及び協力を目的としたネッ

トワークを改善するための努力を引き続き支持する。我々は、国際機関が実施

した相当の業務（特に、ＩＡＥＡが経済協力開発機構／原子力機関（ＯＥＣＤ

／ＮＥＡ）と協力して行ったもの）によって「原子力安全に関するグローバル・
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ネットワーク（ＧＮＳＮ）」の向上において進展が得られたことを歓迎する。Ｇ

ＮＳＮを向上させるための継続的な努力は、権限の維持、運転上の経験のフィ

ードバック及び良き慣行の共有に実質的な寄与を行うことが期待される。我々

は、関係する国際機関及び国家に対し、これらの努力を継続するよう奨励する。 
 
 
原子力エネルギー基盤整備に関するＧ８イニシアティブ 
 
我々は、原子力発電に関心を示し及び原子力発電の導入を検討している国が

世 界 中 で 増 大 し て い る こ と に 留 意 し て 、 核 不 拡 散 ／ 保 障 措 置

（non-proliferation/safeguards）、原子力安全（safety）及び核セキュリティ（security）
（以下「３Ｓ」という。）の実施が原子力エネルギーの利用にとって不可欠であ

るとの共通の理解を確立する必要性を認識する。このような背景の下、ＮＳＳ

Ｇにおいて、３Ｓの重要性に関する意識を国際的に高めること及び関係国によ

る３Ｓ基盤の整備を支援することを目的とした原子力エネルギー基盤整備に関

する新たなＧ８イニシアティブについて議論が行われ、広範な支持が得られた。 
 
 
地震及び原子力安全 
 
日本の柏崎刈羽原子力発電所に影響を与えた２００７年７月の地震は、世界

中の他の原子力発電所に地震が与えるリスクに応じて国際的な対応を行う重要

性を再確認させた。我々は、耐震基準の作成等、この分野におけるＩＡＥＡの

努力を奨励する。我々は、原子力発電所に対する地震の問題に如何に対処すべ

きかについての見解及び専門知識を交換し、これにより、原子力安全における

耐震措置の重要性を再確認することを決定する。  
 
 
原子力安全及びセキュリティに関する人的資源の開発 
 
我々は、原子力安全及びセキュリティの分野において適格な人的資源を確保

する上での政府の役割の重要性を再確認する。我々は、この懸念を明らかにし

たＯＥＣＤ／ＮＥＡの作業を歓迎し、この問題に対して引き続き緊密な注意を

払う。  


